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平成 年１月 日号あしや市議会だより ●平成 年１月 日号あしや市議会だより ●

第３回定例会最終日に提案があり、継
続審査となっていました、平成 年度芦
屋市各会計決算の認定議案は、 月２日
（金）の本会議で、決算特別委員会の幣原
委員長から委員会の審査結果の報告を受
け、表決を行った結果、賛成多数で認定
しました。
決算特別委員会で出された意見、要望

等を中心に概要をお知らせします。

第３回定例会最終日に提案があり、継
続審査となっていました、平成 年度芦
屋市各会計決算の認定議案は、 月２日
（金）の本会議で、決算特別委員会の幣原
委員長から委員会の審査結果の報告を受
け、表決を行った結果、賛成多数で認定
しました。
決算特別委員会で出された意見、要望

等を中心に概要をお知らせします。

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
か
ら

平
成

年
度
芦
屋
市
各
会
計
決
算
を
認
定

人
事
案
件

建設常任委員会（帰山和也委員長）は、平成 年 月 日 日

に、神奈川県藤沢市と南足柄市への行政視察を実施しました。

藤沢市では、平成３年にワンルーム形式建築物指導基準を定め

ています。当該建物の計画及び管理等について必要な指導基準を

定め、建築主等に協力を要請することで、良好な近隣関係と健全

な生活環境を保持することが目的です。指導基準には、配水管等

の設置やプライバシー保護の措置など、本市より具体的な規定も

あり、今後の調査・研究の必要性を感じました。

南足柄市では、平成 年の水道法改正を受け、平成 年度当初

から水道施設維持管理業務の包括委託を行っています。これまで

個別の業務を民間委託していましたが、個別発注による委託業者

の責任範囲の不明確さなどの諸課題を克服し、更なる経費縮減を

図るため、民営化に踏み切ったものです。予算ベースで前年度比

約６パーセントの縮減が図られたとのことでした。本市の水道事

業もより抜本的な改革が求められていることから、大変参考にな

る取り組みでした。

建築規制・水道事業の運営について調査しました
建設常任委員会が神奈川県藤沢市と南足柄市を行政視察

建築規制・水道事業の運営について調査しました
建設常任委員会が神奈川県藤沢市と南足柄市を行政視察

南足柄市で南足柄市で

月月 日日号号

津津知知公公園園

日日吉吉神神社社とと津津知知町町のの町町並並みみ

第第
４４
回回
定定
例例
会会
のの
ああ
らら
まま
しし

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
九
月

二
十
七
日
（
火
）
の
本
会
議
終
了

後
の
委
員
会
で
、
収
入
役
か
ら
決

算
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
十
月
十
二
日
（
水
）

か
ら
十
四
日
（
金
）
ま
で
三
日
間

に
わ
た
り
精
力
的
に
決
算
内
容
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
、

要
望
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
総
務
費
で
は

・
住
民
税
の
税
率
フ
ラ
ッ
ト
化
へ

の
十
分
な
対
応
を

・
四
億
四
千
万
円
の
黒
字
が
出
て

い
る
の
に
、
福
祉
金
や
奨
学
金

の
カ
ッ
ト
は
必
要
だ
っ
た
の
か

・
戸
籍
の
電
算
化
や
住
基
ネ
ッ
ト

へ
の
一
億
円
の
支
出
は
疑
問
だ

◇
民
生
費
で
は

・
身
体
障
害
者
支
援
費
制
度
で
の

施
設
が
未
整
備
で
あ
る
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

早
急
に
求
め
る

・
老
人
福
祉
会
館
の
有
効
活
用
と

設
備
改
善
を

・
老
人
対
象
の
詐
欺
・
悪
質
業
者

へ
の
対
応
策
を

・
介
護
保
険
の
不
正
請
求
防
止
対

策
を

・
す
く
す
く
学
級
の
対
象
者
増
へ

の
対
応
を

・
家
庭
児
童
相
談
員
を
増
員
し
て
、

相
談
業
務
の
充
実
を

・
災
害
援
護
資
金
の
返
済
に
際
し

て
は
安
易
な
強
制
執
行
は
す
べ

き
で
な
い

・
児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
虐

待
防
止
の
た
め
に
、
窓
口
設
置

な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を

◇
衛
生
費
で
は

・
ご
み
収
集
有
料
化
は
慎
重
に

・
芦
屋
浜
、
南
芦
屋
浜
地
区
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
維
持
を

◇
土
木
費

・

芦
屋
駅
周
辺
の
駐
輪
対
策

を
・
山
手
幹
線
西
地
区
で
の
早
期
の

供
用
開
始
を
求
め
る

・
山
手
幹
線
芦
屋
川
横
断
工
区
で

の
地
下
歩
道
は
不
必
要
で
は

・
山
手
幹
線
事
業
で
七
百
五
十
万

円
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
は
必
要
だ
っ
た
の
か

・
総
合
公
園
で
年
間
五
千
万
円
も

の
維
持
費
は
使
い
す
ぎ

・
公
園
に
高
齢
者
が
利
用
で
き
る

遊
具
の
増
設
を

・
市
営
住
宅
で
の
管
理
人
の
手
当

と
役
割
分
担
の
整
理
を
す
べ
き

・
市
営
住
宅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設

置
を

◇
消
防
費
で
は

・
救
急
救
命
士
の
増
員
を

◇
教
育
費
で
は

・
教
育
権
の
保
障
の
た
め
、
奨
学

金
制
度
の
縮
小
は
再
考
す
べ
き

・
道
徳
教
育
・
家
庭
教
育
を
充
実

す
べ
き

・
障
害
児
の
学
習
環
境
の
整
備
を

・
校
庭
開
放
で
の
児
童
の
安
全
確

保
を
す
べ
き

・
文
化
振
興
財
団
へ
の
補
助
金
を

削
減
す
る
と
言
う
が
、
芦
屋
の

文
化
行
政
は
ど
う
な
る
の
か

・
文
化
振
興
財
団
が
管
理
し
て
い

た
施
設
が
他
の
団
体
に
よ
る
管

理
に
な
る
。
財
団
職
員
の
雇
用

の
確
保
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
こ
と
を
求
め
る

・
留
守
家
庭
児
童
会
の
時
間
延
長

を
。
ま
た
、
育
成
料
徴
収
に
伴

う
児
童
数
の
減
少
は
問
題
だ

・
図
書
館
の
図
書
費
の
充
実
を

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ひ
ょ
う
ご

の
活
動
場
所
と
し
て
中
学
校
施

設
を
活
用
す
べ
き

・
学
校
園
の
耐
震
化
工
事
を
早
急

に
す
べ
き
だ

◇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は

・
業
者
選
択
の
た
め
に
評
価
制
度

の
導
入
を

指
定
管
理
者
制

度
は
、
平
成
十
五

年
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
っ
て
導

入
さ
れ
た
制
度
で

す
。
地
方
公
共
団

体
が
設
置
す
る
公

共
施
設
（

公
の

施
設

）
を
、
指

定
を
受
け
た
民
間

企
業
・
公
益
法
人

・

な
ど
が
、

市
に
代
わ
っ
て
、
施
設
の
管
理
者

と
し
て
運
営
す
る
制
度
の
こ
と
で

す
。
従
来
、
公
の
施
設
の
管
理
は
、

市
が
直
営
で
行
う
か
、
市
が
二
分

の
一
以
上
出
資
し
た
法
人
等
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
本
市
議
会
で
は
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
の
議
案
を
、
常
任
委
員

会
で
慎
重
に
審
査
の
上
、
結
果
を

出
し
て
い
ま
す
。

芦
屋
市
で
の
指
定
管
理
者
制
度

指定管理者とは指定管理者とは

の
指
定
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

◇
既
に
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

を
し
て
い
る
施
設

・
芦
屋
市
聖
苑
（
火
葬
場
・
三
条

町
）

太
陽
築
炉
工
業
株
式

会
社

・
地
区
集
会
所（
市
内
十
二
カ
所
）

芦
屋
市
地
区
集
会
所
運
営

協
議
会
連
合
会

・
海
浜
公
園
プ
ー
ル
（
浜
風
町
）

・
ク
リ
タ
ス
芦
屋

市
海
浜
公
園
プ
ー
ル
管
理
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

◇
今
期
定
例
会
で
議
決
し
た
施
設

・
福
祉
会
館
・
老
人
福
祉
会
館

（
業
平
町
）

社
会
福
祉
法

人
芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
休
日
応
急
診
療
所
（
公
光
町
）

社
団
法
人
芦
屋
市
医
師
会

・
三
条
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人
芦
屋
ハ
ー
ト
フ

ル
福
祉
公
社

・
阪
神
打
出
駅
前
自
転
車
駐
車
場
、

阪
急
芦
屋
川
駅
北
自
転
車
駐
車

場
、
同
駅
南
月
若
自
転
車
駐
車

場
、
同
駅
南
松
ノ
内
自
転
車
駐

車
場
、

芦
屋
駅
北
自
転
車

駐
車
場
、
同
駅
南
自
転
車
駐
車

場
１
、
同
駅
南
自
転
車
駐
車
場

２

ミ
デ
ィ
総
合
管
理
株
式

会
社

・
阪
神
芦
屋
駅
南
自
転
車
駐
車
場

財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー

・
芦
屋
市
総
合
公
園
（
陽
光
町
）

ヘ
ッ
ズ
グ
ル
ー
プ

・
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館（
伊
勢
町
）

有
限
会
社
三
有

・
朝
日
ケ
丘
公
園
水
泳
プ
ー
ル

特
定
非
営
利
活
動
法
人
芦
屋

水
練
学
校

今
定
例
会
で
同
意
し
た
人
事
案

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

■
人
権
擁
護
委
員（
任
期
・
三
年
）

日
下
部

昇
（
く
さ
か
べ

の

ぼ
る
）
奥
池
町
在
住

議案番号 件 名 結 果

市

長

提

出

議

案

７７

報５

報６

報７

報８

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

９４

９５

平成 年度芦屋市各会計決算の認定

訴えの提起について

訴えの提起について

訴えの提起について

訴えの提起について

人権擁護委員の推薦につき市議会の意見を求める

行政手続等における情報通信技術利用に関する条例

病院事業の設置等に関する条例の一部改正

水道事業給水条例の一部改正

年度一般会計補正予算（第４号）

年度宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

市立福祉会館及び老人福祉会館の指定管理者の指定

市立休日応急診療所の指定管理者の指定

市立デイサービスセンターの指定管理者の指定

自転車駐車場の指定管理者の指定

自転車駐車場の指定管理者の指定

総合公園の指定管理者の指定

市一般職の給与に関する条例の一部改正

市職員の特殊勤務手当に関する条例の全部改正

市職員の厚生制度に関する条例の一部改正

谷崎潤一郎記念館の指定管理者の指定

市立体育館・青少年センターなどの指定管理者の指定

朝日ケ丘公園有料公園施設の指定管理者の指定

認 定（ ／２）

承 認（ ／ ）

承 認（ ／ ）

承 認（ ／ ）

承 認（ ／ ）

同 意（ ／２）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

可 決（ ／ ）

継続審査（ ／ ）

可 決（ ／ ）

請
願 ３１ 最低保障年金制度の創設を求める請願 不採択（ ／ ）




